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明けましておめでとうございます
会長　八木原　圀明

　明けましておめでとうございます。本年も会員の皆

さん、日本中の全登山者の皆さんが心地よい登山を安

全に続けて欲しいと思います。

　ご存知のように本年８月１１日から国民の祝日「山の

日」が施行されます。「山に親しむ機会を得て、山の恩

恵に感謝する日」です。しかし私ども登山関係者はもち

ろん、まだまだ多くの国民の間に浸透していないよう

に思えます。周知不足です。

　今から５５ 年前の １９６１（昭和 ３６）年７月、読売新聞社

と全日本山岳連盟が催した“ 夏の立山大集会 ” 登山教室

の閉会式で「山の日制定」を提案しようと謳いあげ万雷

の拍手で決議はしたが、時間の経過とともに霧消して

しまいました。

　それが具体的になったのは ２００２（平成 １４）年の国連

提唱による「国際山岳年」の頃からであった。７月初旬

の富士宮市での「富士山エコ・フォーラム　富士山の

自然を君たちへ」に参集した１２００ 人を前に読み上げら

れた小中学生のメッセージの最後に『・・・、日本に「山

の日」をつくることを提案します』がありました。

　２０１０ 年４月に山岳５団体により「山の日」制定協議会

が発足し、翌年の東日本大震災を経、１２ 年 １０ 月に国会

議員も参加し山の日ネットワーク東京会議を開催、１３

年４月超党派「山の日」制定議員連盟（衛藤征士郎会長、

谷垣禎一顧問）の発足、８月１２日案は御巣鷹山の日航

機事故の日のために１日前の８月１１日となったという

最後はあれよあれよという内に決まるという経緯でし

た。経済界も教育界も影響が少ないこの頃であれば反

対のしようも無かった。２０１４ 年４月２５日衆議院本会議

で可決され、参議院に送られた。５月２３日に参議院本

会議で可決され、成立した。

　私ども日山協としても喜んでばかりはいられませ

ん。登山界が一つになって「山の日」施行を好機と捉え

て１人でも多くの皆さんが山や自然に親しむ仲間を増

やし、登山の普及・発展につなげなくてはならない。そ

れに伴って心配される遭難事故の防止、減少に努め美

しく大切な日本の自然を後世に引き継いでゆく努力を

続けなくてはなりません。その意味ではこれからが始

まりです。

　昨年の９月２８日の東京オリンピック組織委員会で

２０２０ 年の東京オリンピックの５競技１８ 種目の追加種目

候補の中に「スポーツクライミング」が入り、正式種目

となる可能性が非常に高くなったことは皆さんご存知

の通りです。

　本年６月のＩＯＣ理事会の議決を経、８月５日のリ

オデジャネイロオリンピックの開会式前に開催される

第 １２９ 次ＩＯＣ総会で最終的な決定になります。日本

の組織委員会の推薦５競技がそのまま認められるか否

かはまだ流動的です。

　日本山岳協会はもちろん、国際スポーツクライミン

グ連盟（ＩＦＳＣ）にとってもオリンピックの正式競

技として参加することは悲願であったが、登山とクラ

イミングを活動の両輪として捉える私どもはもちろん

願ってもない喜びであります。

　昨年暮れの日本勤労者山岳連盟の望年会でご一緒し

た本協会の元会長、斎藤一男さんも「日本で初めて開

催したスポーツクライミングのワールドカップの苦労

を思い出すが、良かった」と言われ、「君も大変な時に

会長に就任したが、考えようによっては良い時になっ

たともいえる」とも激励して下さいました。

　現実のものとなると大変なことである。選手は昨今

の国際大会などでもまずまずの成績をおさめているが

益々の選手強化が課題であろう。それより何より先ず

日山協にその体制が出来ていないということである。

スポーツの頂点、祭典と捉えられているオリンピック

の中で整然と競技を進行できるか、役員も然りである。

　座して待っているわけには行きません。積極的に

打って出るしかありません。「スポーツクライミング

は山登りではない」などとは言っていられません。登

山の、岩登りから派生した立派なスポーツです。一刻

の猶予もありません。日山協も自分達も変えてゆきま

しょう、変わりましょう。本年もよろしくお願いいたし

ます。

2



3

　平成 ２７ 年度中高年安全登山指導者講習会は１１月２８

日（土）～ ３０日（月）に開催された。月末の３日間であっ

たので参加者が少ないのではないかと心配したが１９ 府

県から６２ 人の参加を得て充実した３日間となった。そ

のほかに役員、講師、スタッフが ３５ 名で総勢は ９７ 名で

あった。

　山域は戦後の「日本のヒマラヤ登山の原点」ともいえ

る京都北山と通称される京都市北部から福井県境に至

る山中・京北の地を舞台の開催となった。京都北山は

若き日の登山家であり文化人類学者でもあった今西錦

司氏を始め西堀栄三郎氏、桑原武雄氏等が京都市中か

ら北の山々をのぞみ「北山の発見」、「それの探検」と称

して分け入った山々である。

　宿泊とインドア講習は京北の地にある京都府立ゼミ

ナールハウスを利用し実地講習は「京都一周トレイル・

京北コース」で行った。

初日（２８日）は開会式の後、講演に移り

１．「山岳事故から見る中高年登山の現状と問題点」（湯

浅誠二講師）では種々、数字を示し危険シグナルとし

て「男の中高年の単独行」、「地図が読めない、地図を持

たない」を解説された。

２．「気象遭難の事例と遭難を防ぐために」（猪熊隆之講

師）では「風と雲の関係」、「やる気のある雲」、「天気図

と高層気象」、「天気の急変のシグナルと低体温症」な

ど大変解りやすく解説された。ちなみに翌日の「晴れの

予報」もいただき受講者は安堵した。

３．「京都一周トレイルの生い立ちと自然、見どころに

ついて」（岡田茂久講師）は時間の関係で「生い立ち」ま

では解説できたが見どころは消化不良に終わった感が

ある。

２日目（２９日）読図、救急搬送、観天望気を織り込んだ

実技登山が実施された。京都一周トレイル・京北コー

ス内に３コース用意されそれぞれ３つの班にグループ

分けされ

第１コース：車移動の後、山国神社～竜ヶ坂～天童山

～飯盛山～天童山～茶飲み峠～稲荷谷～高野～ｳｯﾃﾞ

ｲ京北～車にて宿舎・・・（６時間、健脚向き）

第２コース：宿舎～筒江～井戸峠～千谷山（ｾﾝﾀﾞﾝﾔ

ﾏ）～初川～京北山の家～井戸～常照皇寺～車で宿

舎・・・（４時間 ３０ 分、中級向き）

第３コース：宿舎～東屋～五本松～泣き別れ峠～熊田

橋～合併記念の森～矢谷橋～北桑田高校～宿舎・・・・

（４時間、初級者向き）

　当初の予定では第３コースが １４ 時 ３０ 分ごろ宿舎に

帰着、その後第２コース、第３コースと順次帰着し宿舎

展望台にて猪熊講師の観天望気の講習を予定していた

が、各コースにおいてコース中での地点確認、読図、救

急救命（各コースに現役の救急救命士を配した）、救急

搬送などのほかにトレイルコース中の名所旧跡の説明

など盛りだくさんで各コースの帰着がそれぞれ１時間

ほど遅れ猪熊講師の観天望気は暗くなるまで続いた。

　夕食は情報交換会の場となり参加府県からの酒、ワ

インの差し入れもあり、大いに盛り上がった。

３日目（３０日）：閉会式に先立って２時間、課題の研究

協議が行われた。３コース３班、９グループが本来の

姿ではあるが２日間を終えて仕事の都合（月曜日）等で

早朝に宿舎を離れた人もいたため８つのグループに再

編成し協議された。

課題研究は

１．中高年登山者を抱える各会、連盟の問題点

２．問題点の解決方法について

３．登山者が遭遇する危険・困難をどう予測、回避す

平成２７年度中高年安全登山指導者講習会（西部地区）の報告

救急搬送の講習風景

観天望気の講習風景
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るか

４．今回の講義内容を如何にして会員や一般登山者に

伝達するか

５．各個人・会等で発生した事例を出しあい、講習内

容に照らし合わせて協議する

であったが、グループリーダーの報告では次のような

ものが目立った。

☆所属山岳会でも中高年が多い。会員の高年齢化。

☆統計上、中高年の単独行の事故が多いのは理解でき

るが、自分もその仲間。

☆難しいことだが、やはり組織に入れる努力が必要。

☆岳連の個人会員（パーソナル会員）の充実。実施して

いない県もあるので、それのノウハウの共有。

☆登山学校、登山教室を開催している府県があるがし

ていない府県へのノウハウの提供。

☆猪熊講師の山の気象と遭難事例はよくわかったが、

何度も聞かないと人に伝えるまでにはならない。３

年ほど続けてもらえないか。・・・・などであった。

　研究協議、発表の後閉会式に移り国立登山研修所の

宮﨑所長より修了書の授与、日本山岳協会の仙石常務

理事の講評、日本山岳協会の國松副会長の挨拶等で全

日程を終えた。� （京都府山岳連盟会長　四方宗和）

アジア選手権大会報告
　スポーツクライミングのアジア選手権寧波大会が１１

月２０日～ ２２日に中国浙江省寧波市で開催され、日本か

らは１７ 名の選手と４名の監督コーチで大会に参加しま

した。

　会場は巨大な船のオブジェの外装に圧倒される世界

最大規模の新設されたクライミングウォールでした。し

かし、大会期間中の毎日雨が降り、選手はコンディショ

ンに苦労させられました。

　結果は男子ボルダリングで掘創選手、女子ボルダリ

ングで野中生萌選手、男子リードで是永敬一郎選手が

見事優勝し、来年の世界選手権とワールドカップの出場

権を獲得しました。その他、男子ボルダリングで渡部桂

太選手、男子リードで中野稔選手、女子ボルダリングで

野口啓代選手、女子リードで小林由佳子選手が銀メダ

ルに輝くなど多くの選手が表彰台に立ち、合計９個のメ

ダルを持ち帰ることができました。

　ルートや課題の内容は厳しいもので選手達の気の抜

けない真剣なクライミングが予選から見られました。特

に女子のボルダリング決勝は野口選手と野中選手の一

騎打ちとなり、最終課題を最終トライで完登し優勝へ

の望みを繋いだ野口選手の登りと、その直後で優勝の

プレッシャーのかかった中での野中選手の優勝を決め

た最終トライは会場を大いに沸かせました。同様に日本

勢が上位を独占した男子ボルダリングも最後まで誰が

優勝できるかわからない混戦となり、ベテラン堀選手が

優勝決めた最終トライには会場全体が大いに盛り上が

りました。そして、男子リードの決勝では時間切れには

なってしまったものの終了点をただ一人掴んだ是永選

手の集中した登りも印象的でした。

　２０１５年シーズンを世界で戦ってきた選手達の成長を

この大会でもしっかりと見せてくれ、世界選手権を控え

た来シーズンへ向けて良い形で大会を終えられました。

　また、今大会を通じてアジアの実力が飛躍的に上がっ

てきていると感じました。今後、日本国内でももっと激

しい代表争いで日本全体の力を上げて来シーズンが更

に素晴らしいものになることを願っています。

　また、今大会にはスピード競技に男女７名の選手が参

加しました。日本チームもオリンピックに向けて新たな

第一歩を踏み出しました。女子の野中選手は練習から

飛躍的にタイムを上げ、見事決勝へ進出し、国内での競

技施設の必要性もさらに強く感じました。

（選手強化常任委員　安井博志）
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「マイク・リベッキ スライド＆トークショー」報告
　１１月１９日（木）１９時～ ２１時にかけて、代々木の国立

オリンピック記念青少年総合センターの８０ 人室に於い

て、上記懇談会を開催いたしました。今年は懇談会の

内容を協議しているところに、アメリカの探検クライ

マー、マイク・リベッキが来日して講演をしたがってい

るとの情報があり、せっかくの機会を活かすべく、急遽

懇談会にマイク・リベッキの講演会を当てたものです。

最初に連絡があったのは講演２ケ月前で、それから日程

の調整、謝金の確認、来日後の段取りなど、慣れない英

語でのメールを何度となくやりとりし、どうにか実現に

こぎつけました。参加総数 ５４ 名、八木原会長をはじめ、

神﨑前会長、尾形副会長、小野寺事務局長もご来場いた

だきました。

　マイク・リベッキは世界の辺境の壁、未踏の岩塔ば

かりを狙って、数多くの初登攀記録を持つクライマーで

す。これまでの遠征は６０回を越え、毎年２～３回のペー

スで世界の岩場に出かけています。今年も２月に仏領

ポリネシアの岩塔ポウマカタワーに米クライマー、アン

ジー・ペインと出かけ、「Te Va Anui O Kau Kau（５.１１ 

A3+）」を拓いています。ブッシュと泥にまみれた登攀の

様子は、youtubeでも公開されています。アメリカ・ユ

タ州在住で４２歳、１２歳の娘リリアナと暮らしていて、今

回は娘さん同行での来日でした。

　当日の講演は、最近出来上がったというビデオの上

映から始まりました。初めはマイク・リベッキとは何者

か、第三者が紹介している映像。続いては彼が娘を南極

に連れて行って一緒にスキーをした時の映像でした。極

地以外にも、ジャングルや海洋、また大岩壁に岩塔など、

彼の活動の場は世界中に及び、その冒険を楽しんでい

る様がよく伝わってきました。また娘と出かける遠征が

一番楽しいと言い、奥さんとは別れてしまったそうです

が、娘さんを大切にしながら自分の遠征をしていること

が分かりました。

　続いて一昨年にナショナル・ジオグラフィックの援

助を受けて行った南極のクイーンモードランドの未踏

岩壁登攀の映像を、本人の解説を交えながら上映しま

した。驚異的な暴風と寒さの中、登るべき壁を山群を一

周して見つけ出し、垂直を越える壁やもろい壁を登り、

ロープが切れそうなエッジの鋭い壁でのユマーリング

をこなし、みごと登頂した話をしていただきました。映

像の多くは吹雪のシーンで南極の厳しい環境が伝わっ

てくるものでしたが、雄大な景色やクライミング中のき

れいな写真は大変見応えがありました。

　その後、今回の講演会のきっかけを作って下さった東

京ＹＣＣの小柳美砂子さんにもお話をいただきました。

小柳さんはマイクの遠征のうち、バフィン島やマダガス

カルでのクライミングを共にされています。初めてヨセ

ミテで出会った時のことなどを楽しく話して下さいまし

た。

　最後の質疑応答でも盛んに質問が出ていましたが、時

間が来て終了となりました。また閉会後の懇親会での交

流も楽しみにしておりましたが、マイクは来日翌日の講

演で疲れているとのことで懇親会には来場いただけず、

そこは大変残念でした。

　マイク・リベッキは未踏の壁、岩塔ばかりに挑んでい

るクライマーです。それは、自分の目で見て自分でライ

ンを引くという、登山やクライミングの本来の姿である

とも思います。そんなマイクの話を聞いて、ガイドブッ

クを追う登山やスポーツばかりではなく、自分の登山を

切り開いていってくれる方々が増えることを願っていま

す。マイクは来年も３つくらいの遠征を予定しているそ

うです。今後も彼の活躍に注目したいです。

（国際委員会　澤田　実）

第２回海外登山懇談会

マイク・リベッキ氏の講演

マイク氏との想い出を語る小柳さん
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第86回 Mountain World

この冬のナンガ・パルバット

池田常道

　Ｋ２と並んで、８０００ ｍ峰 １４ 座中まだ冬に登られて

いないナンガ・パルバット（８１２６ ｍ）の話題は、２００９

年以来毎年のように取り上げてきた。この山は、８０００

ｍ峰のなかで最も早く冬季登山が試みられ、いまなお

冬季未踏で残されている。１９５０ 年初冬に行われた英国

ソーンリー隊の試登から数えれば、３０ 回を超える挑戦

が繰り返されてきたにもかかわらずいまだに落ちない

理由は、ふたつ考えられる。

　第一に、最も容易な登路となるべき通常ルート

（１９６２ 年ドイツ隊のディアミール側西壁と ７６ 年オー

ストリア隊のルパル側南西稜）が冬には極端な悪条

件に変わることだ。西壁ではルート下部「キンスホー

ファー・ウォール」の雪が落ちて氷化してしまうし、

南西稜はマゼノ・ギャップからディアミール側に移っ

た先のトラバース部分が長く、西風にさらされる冬に

は危険で困難な行程となる。

　第二には、従来のように人海戦術で固定ロープを張

り巡らすチームがなくなって、少人数で挑むように

なったため、高所に最終キャンプを置くこともなく、

軽量・速攻型のチームが主体になったことが挙げられ

る。７０ 年代のような重厚長大作戦を用いれば、おそら

くもっと早く冬季初登頂が成されていたかも知れない

が、それが現代クライマーの選んだ道なのだ。

＊

　さて、今季挑んでいるチームはディアミール側に４

隊、ルパル側に１隊の５隊で、いずれも一度ならず挑

戦してきたクライマーが中心となっている。

　２０１０ 年以来５回挑んで ７０００ ｍラインを３回越えた

経験を持つトマシュ・マツキェヴィッチ（ポーランド）

は、エリザベート・ルヴォル（フランス女性）と北峰

西壁（２０００ 年春にラインホルト・メスナーが ７５００ ｍ

まで試登したライン）経由の登頂を目ざしている。ル

ヴォルも、過去２回西壁ママリー・リブの冬季登攀を

試みていた。マツキェヴィッチとルヴォルは昨年１月

に、今回のルートから ７８００ ｍまで迫ったが、いったん

下降したときにディアマ氷河で前者がクレバスに ５０

ｍ転落、肋骨を折ったため断念した。今回はパキスタ

ンのアスラン・アーメドを加えた３人で再挙を期して

いる。１月 １０ 日時点で ６０００ ｍにキャンプを設けたが、

今季の気温はマイナス ４０℃を割り込むまで下がり、条

件は厳しいと伝えてきている。一行はこの後 ７０００ ｍ

台を往復してから攻撃に移る予定だという。

　アダム・ビエレツキとヤーツェク・チェフのポーラ

ンドペアは、入山前にアンデスのオホス・デル・サラー

ド（６８９３ ｍ）で順応してから入山した。アルパインス

タイルの攻撃に移る機会をうかがっているが、１月の

天候はそのために必要な数日間の好天さえ許さないよ

うだ。なお、ビエレツキは ２０１２ 年にガッシャブルムⅠ

峰（８０８０ ｍ）、１３ 年にブロード・ピーク（８０５１ ｍ）に冬

季初登頂し、ポーランドの伝統を受け継ぐ冬季クライ

マーとなった。

　スペインのアレハンドロ（アレックス）・チコンと

イタリアのダニエーレ・ナルディは昨年３月、パキス

タンのアリ・サドパラと西壁の ７８５０ ｍに迫ったが、サ

ドパラの体調が悪化したため断念を余儀なくされた。

今回も同じメンバーで西壁から頂上を目ざし、４８５０ ｍ

にＣ１を設けている。ナルディは昨年、３回目となる

ママリー・リブ挑戦を試みたが、雪崩にテントをさら

われて断念、チコンのチームに合流して攻撃に加わっ

たのだった。

　シモーネ・モーロ（イタリア）は、シシャパンマ（８０２７

ｍ）、マカルー（８４８５ｍ）、ガッシャブルムⅡ峰（８０３４ｍ）

と３つの冬季初登頂をモノにし、次の目標をナンガ・

パルバットに定めた。しかし、２０１２ 年の北峰西壁、１４

年の南西稜はいずれも失敗。昨年は早々に撤退してマ

ナスルに転進したものの、そこで雪崩に遭うなど散々

だった。今回は再びタマラ・ルンガー（イタリア女

性）と組んでディアミール谷に入った。すでにガナロ・

ピーク（６６０８ｍ）に登って順応を終え、機会をうかがっ

ている。

　唯一、ルパル側から南西稜を目ざすのは、ポーラン

ドのマレク・クロノフスキの率いる「ナンガ・ドリーム」

隊。クロノフスキは ２０１１ 年と １４ 年にマツキェヴィッ

チとディアミール側とルパル側をそれぞれ試みている

が、今回は別個に９人の隊を編成して挑み、１月第２

週までに ６０００ ｍを往復した。

　冬季初登頂のタイトルを争って競争が過熱している

ようにみえるが、モーロはこうコメントしている

  「過去 ３０ 年間にわたって争われてきた冬季初登頂を

だれが手にするかは問題ではない。それぞれのやり方

で頂を手にすれば、３０ 年来の課題は解決される」
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山に登ろう―

三重県・伊勢三山（局ヶ岳・白猪山・堀坂山）

新
連
載

　日本有数の多雨地帯である紀伊山地にある日本百名

山の大台ヶ原・日出ヶ岳（１６９５．１ｍ）を源流とした水

は、日本三大峡谷の「大杉谷」を流れ下り、宮川となっ

て伊勢神宮が鎮座する伊勢市で伊勢湾に注ぎ込んでい

ます。

　その宮川の河口から眺めると、きれいな形をした山

が三つ並んで見えます。左から局ヶ岳、白猪山、堀坂

山で「伊勢の三ツ星」とも言われる「伊勢三山」です。

江戸末期に書かれた「勢陽五鈴遺響」に出ていて、明

治 ３９ 年発行の「日本山嶽志」でも次のように紹介され

ています。

　『近郡ノ高嶽ナリ、所謂本郡堀坂嶽同局嶽及白猪嶽

ノ三嶽ヲ海東ヲ渉ル運舶ノ的トス』

　伊勢三山が伊勢湾を航行する船舶の目印の山となっ

ていたことが伺えます。

　大台ヶ原山より延びる台高山脈の北の端、樹氷が見

事な高見山（１２４８．４ｍ）から東に延びる高見山地の

東の端に位置するのが伊勢三山です。標高は ７００ ｍ～

１０００ ｍと高くはありませんが、松阪市街地からも近

く、老若男女のハイキングの山として親しまれていま

す。

局ヶ岳（１０２８．８ｍ）

　この山域では最も高い １０００ ｍ峰で鋭く天を突いた

ような山容から「伊勢の槍ヶ岳」とも呼ばれています。

山名の由来は、麓から見上げた形が十二単を着た平安

貴族の局の姿に見えるとか、局が山に登ったが帰って

こなくなり、雨の降る夜山頂で局の姿を見るように

なったという局伝説などありますが定かではありませ

ん。

　主な登山コースは、松阪市街から国道 １６６ 号線を奈

良方面へ ３０ 分ほど走ると登山口の案内があり、右折

して １０ 分で登山口の局ヶ岳神社に着きます。旧道と

新道の２つのコースがあり、それぞれ約２時間で頂上

へ登れます。春はカタクリやシロヤシオの花がきれい

に咲いています。

白猪山（８１９．７ｍ）

　遠くから望む山の形は、左右均衡のとれた三角錐が

印象的な山です。地元では「石尊山」とも呼ばれてい

て石尊大権現が祭られています。

　登山コースは、都コース、深野コース、大城コース、

坂内コースなど多くの登山道があります。深野コース

は「日本の棚田百選」に選ばれた石垣棚田の集落を起

点として、石尊大権現の参道を登ります。所要時間は

駐車場から約１時間 ３０ 分です。

　頂上には展望台もあり台高の山々が見渡せます。

堀坂山（７５７．４ｍ）　［表紙写真］

　伊勢三山の中で最も東に位置し、市街地からも近く

松阪市民から親しまれている山で、小中学生の遠足で

も登られてきました。

　山名の由来は、山を掘って鉱石を産出したため名づ

けられたと言われています。また、「伊勢富士」とも呼

ばれ、山頂には富士権現（堀坂権現）が祭られていま

す。麓には松阪市森林公園があり、春の桜、夏のキャ

ンプ、秋の紅葉と多くの市民で賑わっています。

　登山コースで最も多く利用されるのが堀坂峠からの

コースで、毎日のように登る人もあり、約 ４５ 分で頂上

へ着くことができます。

　山登りを楽しむのであれば、松阪市森林公園を起点

として雲母林道コースから堀坂山頂上まで約２時間

３０ 分、そこから堀坂峠へ下り観音岳（６０５．９ｍ）を経

由して森林公園へ戻る一周約５時間のコースがお勧め

です。

　堀坂山の頂上からは ３６０ 度の大パノラマで、大台・

台高山脈、鈴鹿山系の山々や伊勢平野・伊勢湾が望め、

気象条件が良ければ白山、御嶽山、中央アルプス、南

アルプス、遠くに富士山も見ることができます。

（三重県山岳連盟理事長　門山信男）
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東北総合体育大会山岳競技ブロック会議・
日山協競技部ブロック別研修会報告

　平成２７年度東北総体山岳競技ブロック会議・日山協

競技部ブロック別研修会が、平成２７ 年１１月２８日（土）、

２９日（日）の２日間、青森県山岳連盟が幹事県となって

八戸市内のホテルで開催。会議には、東北６県岳連（協

会）会長等１８名が出席。ブロック別研修会の、山岳競技

運営員認定研修会には１６ 名が受講。日山協から髙橋副

会長、研修講師として競技部滝内壽一競技運営委員会

常任委員が出席しました。なお、今回は、審判員研修受

講希望者が少ないため競技運営員研修のみの開催とな

りました。

（１）「日山協の現状と展望について」講話　髙橋副会長
①総務部関係
・日山協財務状況　平成２７年度は、黒字決算見込み（上

期見通し）

・スポーツクライミング五輪種目に関連する諮問委員会

の設置については、スポーツクライミングの五輪追加

種目としての推薦をうけ、日山協として登山とスポー

ツクライミングの両輪で、我が国登山界をけん引して

いくための組織体制の整備が人的、組織的、財政的面

で急務になってきたことから、本年度末を期限として

日山協の今後のあるべき姿について諮問。

②登山部関係
・来年の山の日制定記念事業は、各県毎にキャンペーン

事業の展開を予定。全国「山の日」協議会主催のイベ

ントは、８月１１日上高地で予定。

・８月１１日の全国一斉は難しい。例えば６月～８月とか

期間を定めて実施してはどうか。１県１００，０００円の予

算化を検討中。県、市町村主体の取組みについても要

請。

・「みんな集まれ！ジュニア登山教室ｉｎ立山」について

は、各都道府県岳連（協会）主体でブロック毎に開催

を検討している。

・平成２７年度山岳共済会「安全登山推進事業」の交付申

請制度の積極的活用。１県 ５０，０００円　講習会、安全

登山パンフ配布等対象。

③競技部
・審判員・ルート・セッター資格取得者の登録、認定、

更新業務の遅滞については、日山協最重要課題とし

て、現在登録台帳の整備中、各岳連（協会）の協力を

得て２８年３月までに完了予定。

・スポーツクライミングの２０２０東京オリンピック追加種

目推薦への対応については、ＮＦとしての組織体制の

整備が急務。選手強化対策、都道府県岳連（協会）と

の情報の共有とスポーツクライミングの普及

・第 ７０回和歌山紀の国国体山岳競技については、大会

期間中好天に恵まれ盛会裏に終了。

・全般に選手ばかりではなくスタッフも含めて服装、頭

髪、態度等マナーの徹底。オリンピック種目実現のた

めにも早急な改善、意識改革が必要。

・日体協公認スポーツ公認指導者名称変更について

・山岳共済制度については、位置探知器のレンタル貸出

の活用

・保険の即日効力の発生、優待施設の拡充、他の保険と

の比較有利性のＰＲの必要性

（２）質疑応答、要望等
・審判員登録の未処理について、いつまでも先送りする

ことなく、しっかり対応して欲しい。不明事項等早急

に各岳連（協会）に照会して進めること。ルートセッ

ター登録も、誰が資格を持っているかわからない。資

格者の公表等活用について工夫が必要。

・審判員、セッター等日山協独自の制度に係る申請、登

録、更新の流れと岳連（協会）との係わりを整理して

ほしい。誰が資格を持っているかわからない状態。

・審判員、運営員、セッター等資格取得者が分らなくて

大会運営、選手強化、普及にも支障をきたしている。

・日山協会長の諮問委員会には、日山協の名称も含めた

諮問をしているのか。（答：名称も含めて包括的な諮

問を予定している。）

・山岳共済会の補助金申請への迅速な事務処理を要望

する。

（３）第７０回和歌山国体について
　国体運営全般に係る改善事項等について、滝内講師

から説明を受ける。 

・選手等への指摘事項として、受付の遅れ、一部受付提

出書類に写真の添付がなかった、プログラム名簿ナン

平成27年度
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第54回海外登山技術研究会開催！
期日　平成 ２８ 年 2 月 １３ 日（土）～ １４ 日（日）
会場　国立オリンピック記念青少年総合センター
内容　２０１５ 年登山隊報告
　　　講演：沖允人、山野井泰史、馬目弘仁各氏

※詳細は、http://www.jma-sangaku.or.jp

バーと選手カードの枝番違い、受付後の選手の勝手

な移動への厳重注意

・大会期間中の観客数：ボルダリング ６７００ 人、リード

７２００人、計１３，９００人

・監督用メガホーンの準備、後催県視察員の案内の徹底。

・リード競技でルート図が出されなかった。出して欲し

い。（答：出すようにしたい。）

・アイソに不用物を持ち込んでいる選手がいた。（答：

役員が預かる必要があった。）

・授乳室の設置は良かった。保育士配置の託児所も欲し

い。（答：岩手国体でもお願いしたい。）

・全県が、ブロック予選大会に出場するよう頑張って欲

しい。

・競技運営に関しては、疑問、照会等文書でのやり取り

が重要

・ドーピングに気を付けるよう注意、指導が大事。事前

申請制度の周知

・高体連登山部顧問にＳＣ公認指導員資格者が少ない。

顧問がＳＣ資格を取れるよう配慮願いたい。（要望）

（国体と同様、監督資格要件と出来ないか。（答：課題

としたい。）

・大会選手・監督の変更理由の疾病等の「等」とは。（答：

身体の不具合、仕事の都合等）

・公認審判員資格者の登録手続きの遅滞について、日山

協から平成 ２７ 年１１月までに各岳連（協会）に文書照

会するということだがまた来ていない。 （答：整理が

遅れて申し訳ない。日山協の喫緊の大きな課題として

取組んでいる。岳連（協会）の協力をお願いしたい。）

○第２日目は、競技運営員受講者を対象にテキスト、ビ

デオによる競技運営員研修を実施

（４）日山協理事会報告
　斉藤喜代志東北ブロック代表理事 （秋田岳連会長）か

ら日山協第２回理事会、第３回理事会報告（登山月報・

ホームページ参照）

（５） 平成２７年度東北総体報告
・今年の岩手大会は、平成 ２８ 年希望郷いわて国体の運

営を想定して役員配置を行い予定通り終了した。

・種別の違う選手間で情報交換があった。（アイソの設

定方法、選手移動コースの再検証）

・選手装着のアクセサリーに関して口頭抗議があった。

文書で行うよう指導。

（６）平成２８年度東北総体青森大会について
・競技施設がないのが最大の課題。民間施設を借用して

開催予定。

・リード競技は１０ｍ程の高さの施設で開催となるがルー

ト設定調整で対応し開催する。

・施設整備（特にリード施設）への開催市町村の対応が

大きな課題となっている。

・日山協からスポーツクライミングの普及のためにも施

設整備促進への指導が欲しい。

・施設整備が大変である。日山協の後押し、支援をお願

いしたい

・県、市町村への働きかけの際、日山協からも文書要請

できないか。

（７）第５４回全日本登山体育大会について 
・当初２２０ 名申込み。１０ 名以上のキャンセル。最終参加

者２１０人＋役員８０人で実施

・開催岳連への日山協運営補助金１６０ 万円を予定。（日

山協派遣役員旅費含） 

・日山協主催の全日大会開催に関して、日程、コース等

先催県の事例等主要事項について、マニュアル化し

て示して頂ければ助かる。

・現在の全日本登山体育大会は、中高齢者登山大会の感

が強い。楽なコースを敢えて設定したが、もっと楽な

コースの設定等の要望があった。次回以降の開催に

向けて参加者アンケート結果、意見等全日大会全体

の検討が必要な時期に来ている。

（８）その他
・公認指導員資格者情報が県体協までで岳連（協会）に

来ないので実態の把握やＳＣ公認指導員有資格者と

岳連（協会）との協力体制をとるのが難しい。

・ＳＣ受験資格に関して、ＳＣ取得後岳連（協会）との係

わりをどうするか懸念。

（記　日山協副会長　髙橋時夫）
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近畿地区山岳連盟総合会議参加報告書
副会長　亀山健太郎

　平成２７年度近畿地区山岳連盟総合会議が１２月５日～

６日、大津市比良げんき村・滋賀県比良山岳センターに

て開催された。この総会には（公社）日本山岳協会（日山

協）より三役の一人が出席し、日山協の現状と展望をお

話しし、併せて近畿地区山岳連盟所属の２府４県の日山

協への要望事項等をお聞きすることが恒例とのことで、

本年度は副会長の亀山がこの重責を担って参加してき

た。

　京都駅八条口にて日山協顧問城隆嗣氏の出迎えを受

けて、比良山岳センターまで城顧問のお車で送っていた

だいた。車中、近畿山岳連盟のあらまし、最近の活動状

況などをお話しいただき、近畿地方の岳連とはほとんど

交流のない私には、大変勉強になった。

　大津市比良げんき村・比良山岳センターは、琵琶湖

西岸から立ち上がる比良山系の中腹に位置している。湖

西線北小松駅からなだらかな九十九折れの坂道を登る

と、宿泊施設、会議室が備わった木造の瀟洒な建物が見

えてくる。

　関東の登山者にはなじみが薄い比良の山々だが、関

西の登山者には絶大な人気があり、その冠雪姿は歌川

広重の近江八景「比良の暮雪」として浮世絵にも描かれ

ている。

　ここは昭和５６年滋賀県で開催された「びわ湖国体」の

山岳競技登攀会場管理棟として建設された施設で、少

し離れたところには、高さ１５メートル、勾配を調整でき

る本格的人工登攀壁がそびえている。比良山系の山々

を背負い、眼前には琵琶湖西岸が望める風光明媚な場

所である。

　午後から開始された総会は、まず國松嘉仲近畿岳連

会長のご挨拶からはじまり、２日間にわたる総会スケ

ジュールの説明のあと、私の講話時間となった。

　頂戴した題目の「日本山岳協会の現状と展望」に関連

し私なりに「都道府県山岳連盟（協会）と日山協のこれ

から」と題し以下の項目について、私の考えの一端を開

陳させていただいた。

１．日山協が進むべき正しい方向は？

２．スポーツクライミングは日山協と山岳連盟（協会）

の救世主か？

３．山岳連盟（協会）の存続基盤が崩れつつある現状を

どうするのか？

４．個人会員制度は山岳連盟を救うのか、加盟団体制度

との整合性は？

　また、過去１０ 年間の近畿、関東地区山岳連盟の県別

加盟団体数の推移を一覧表にし、その変遷の過程と今

後の予想、減少傾向にある加盟団体数の補足あるいは

代替え手段としての個人会員制度導入に関して意見を

述べた。

　この表は、平成１７ 年と２７ 年度の日山協会員・役員・

委員名簿から抜粋した数字で、名簿発行時との多少の

ずれはある。平成 ２７ 年度の全国山岳団体数は、同名簿

を集計すると１２７１団体（高体連は各県１団体として集

計）であり、近畿、関東地区を合わせると全国のほぼ過

半数の加盟団体を擁していることになる。

　集計・作表していて気付いた点は、関東地区におい

ては、１０ 年間で約２割の加盟団体数減少となっている

が、関西地区においては１割強の減少で納まっている点

である。これは、近畿地区山岳連盟が頻繁に理事あるい

は委員の交流を図り、諸問題解決への緻密かつ有効的

な政策を実施していること、効果的な加盟団体へのアプ

ローチ等が大きな要因であろうと、その後の理事会、懇

親会で役員の皆さんと話して感じたことであった。

　全国山岳連盟（協会）の加盟団体数減少は、死活問題

であり今後の対応が急がれる喫緊の課題であることは

確かである。しかし、加盟団体役員の老齢化が主たる要

因と一途に思い込み、手をこまねいているだけでは登山

者を組織し、安全登山啓発とその実践を目指し日本の登

山界の発展を目指す団体（日山協と都道府県山岳連盟）

としては今後に憂いを残すことになる。

　スポーツクライミング競技が２０２０ 東京オリンピック

競技候補に推されたことは確かに朗報であり、これによ

り日本におけるスポーツクライミングの人気に拍車が

かかり、選手層と競技施設の拡充は２０２０に向けて昇竜

の勢いとなること明白である。

近畿地区山岳連盟対H17年度比
合計 対17年比

H17 H27 H27/H17
滋賀県 16 16 100.0%
京都府 44 35 79.5%
大坂府 70 62 88.6%
兵庫県 38 32 84.2%
奈良県 9 9 100.0%
和歌山県 6 7 116.7%
合計 183 161 88.0%

関東地区山岳連盟対H17年度比
合計 対17年比

H17 H27 H27/H17
茨城県 39 30 76.9%
栃木県 40 34 85.0%
群馬県 26 24 92.3%
埼玉県 62 56 90.3%
千葉県 23 15 65.2%
東京都 272 203 74.6%
神奈川県 91 77 84.6%
山梨県 25 24 96.0%
合計 578 463 80.1%
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　一方、長い年月育んできた日山協の事業基盤である

登山に関して、今この時期に、この時期だからこそ、時

勢に流されることなく腰を据えて思慮をめぐらすよい

機会ではないかと、北小松から京都まで、比良山系と琵

琶湖西岸の間を縫うように走る湖西線から晩秋の陽光

にたゆとう湖面を眺め、考えながら帰路についた。

平成27年度理事会（第３回）報告
日　時　平成２７年１１月８日㈰ １０時３０分～ １５時１５分

場　所　岸記念体育会館１０１ ～ １０３号会議室

出席者
理事：八木原圀明、尾形好雄、國松嘉仲、髙橋時夫、亀

山健太郎、小野寺斉、西内博、仙石富英、瀧本健、水

島彰治、森下健七郎、京オ昭、中瀬和徳、相良忠麿、

増山茂、小野倫夫、齊藤喜代志、小宮山稔、亀井正明、

伊藤克己、大西一俊、峯本典寛、下田泰義。以上理事

２３名

監事：内藤順造、岡本忠良、中畠正喜。以上監事３名

欠席者　北村憲彦、牧野治生。以上理事２名

１．開　会
　八木原会長の挨拶に続いて、定款第３２ 条第１項に定

めるところにより、八木原会長が本会議の議長となり、

定款第 ３３ 条第１項に定める定足数の充足を確認して、

本会議の開会を宣言した。

　次いで、定款第３４ 条第２項に基づき議事録署名人を

八木原会長、内藤・岡本・中畠各監事とし、議案の審議

に入った。

※会議の成立状況（定款第３３条第１項）：定数：２８名（理

事：２５名、監事３名）

（出席者：理事２３名、監事３名 欠席： 理事２名）

２．報　告
⑴報告第１号　�平成２７年度上期事業報告及び会計報告

について
　小野寺常務理事から資料に基づき、平成２７年度上期

事業が報告された。中瀬・西内常務理事から関連項目

の補足説明がなされた。

　続いて相良理事から会計資料に基づき、平成２７年度

上期の貸借対照表、財産目録、正味財産増減計算書内訳

表、財務諸表に対する注記、附属明細書について報告さ

れた。

　「みんな集まれジニア登山教室 in 立山」とクライミン

グの賞金大会について質疑の後、報告第１号は、出席理

事全員が了承した。

⑵報告第２号　平成２７年度中間監査報告について
　内藤監事から資料に基づき、平成２７年度中間監査報

告として総括意見及び主要指摘事項（業務・会計）が報

告された。

　質疑の後、平成 ２７ 年度中間監査報告は、出席理事全

員が了承した。

⑶報告第３号　平成２７年度第一次補正予算について
　小野寺常務理事から資料に基づき、平成２７年度第一

次補正予算が報告された。 続いて相良理事から会計資

料に基づき報告された。会計資料は、分かり易く表示し

て貰いたいとの指摘を受けた後、平成２７ 年度第一次補

正予算は、出席理事全員が了承した

⑷報告第４号　平成２７年度上期山岳共済会報告について
　尾形副会長兼専務理事から資料に基づき、平成２７年

度上期の山岳共済会について報告された。他の山岳保

険との優位性等の質疑の後、平成２７年度上期山岳共済

会報告は、出席理事全員が了承した。

３．議　事
⑴議案第１号　�平成２８年度事業方針案及び予算編成方

針案について
　小野寺常務理事が第１号議案の議案説明を行い、説

明終了後、議長が議場に諮った。

　競技関連の協賛金セールスや「山の日」イベントの展

開についての質疑の後、議案第１号は、賛成２３、反対０

で承認可決された。

⑵議案第２号　 就業規則、給与規程、退職手当て支給規
程、表彰規程の改定について

　尾形副会長兼専務理事が議案第２号の議案説明を行

い、説明終了後、議長が議場に諮った。

　議案第２号は賛成２３、反対０で承認可決された。

⑶議案第３号　アンチドーピング規程の改定について
　尾形副会長兼専務理事が議案第３号の議案説明を行

い、説明終了後、議長が議場に諮った。

　議案第３号は賛成２３、反対０で承認可決された。

⑷議案第４号　 （公社）日本山岳協会スポーツ指導者規
程一部変更（名称変更）

　小野寺常務理事が経緯を説明し、瀧本常務理事が議

案説明を行い、説明終了議長が議場に諮った。

　議案第４号は賛成２３、反対０で承認可決された。

４．その他
⑴業務執行理事の職務執行報告について
　法令に基づき代表理事（会長）及び業務執行理事から

平成２７年度上期の職務執行報告が行われた。

⑵ＵＩＡＡ／ＵＡＡＡ総会報告について
　小野寺常務理事から資料に基づきＵＩＡＡ／ＵＡＡ

Ａ総会報告がなされた。

⑶第５４回全日本登山体育大会・宮城大会報告について
　仙石常務理事から第５４回全日本登山体育大会・宮城
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平成27年度12月（27年12月）
常務理事会報告

日　時　平成２７年１２月１０日㈭
１８時～ ２１時

場　所　岸記念体育会館会議室
出席者　八木原会長、尾形・國松・髙橋・

亀山各副会長、小野寺、西内、仙石、森
下、京オ、水島、瀧本、中瀬各常務理事、
中畠監事

委　任：國松副会長、水島常務理事（１４
名中、１２名出席）

途中退席：瀧本常務理事
※常務理事会に先立ち神奈川県山岳連盟

からネパール地震募金の贈呈式が行わ
れ、神奈川岳連岡本安夫会長から八木
原会長に２７４，５００円の寄付目録が贈呈
された。

新刊図書紹介大会の報告が行われた。

　第５５回大会（島根）の名称から「体育」の文字を外す

との説明について意見が交わされ、普及委員会で検討

して常務理事会で審議することになった。

⑷第７０回和歌山国体山岳競技大会報告について
　森下常務理事から資料に基づき第７０回和歌山国体山

岳競技大会の報告が行われた。

⑸役員研修会報告について
　國松副会長から資料に基づき役員研修会の報告がな

された。

⑹２０２０年東京五輪追加種目に関わる報告
　尾形副会長兼専務理事から資料に基づき、東京五輪

組織委員会との一連の経緯について報告があった。

⑺ネパール大地震救援募金報告
　尾形副会長兼専務理事から資料に基づき、山岳６団

体との共同募金活動について報告があった。

⑻ スポーツクライミング五輪種目化に関わる会長諮問
委員会の設置について

　尾形副会長兼専務理事から資料に基づき、趣旨の説

明があった。片手間では出来ない事柄が続出している。

２０２０ 東京五輪に鑑み協会の名称変更を含めて提言を求

めたい。諮問委員の選出も早めに行いたい。

⑼スポーツ庁の創設と新たなスポーツ行政について
　尾形副会長兼専務理事から資料に基づき説明があった。

⑽ 平成２８年度版「山岳遭難・捜索保険のご案内」及び
山岳共済会栞について

　尾形副会長兼専務理事から資料に基づき説明があった。

⑾当初の議題にはなかったが内藤監事から要望があっ
た。
　監査報告を見ればお分かりの通り、所見の項目が多

い。達成度を特別に見ているが、３年も同じ状態が続い

ており、異常な状況だ。事務局から進捗度合いを聞いて

はいるが、指摘事項を精査し、問題点の共有を図り役員

全員で問題解決を進めていただきたい。

５．閉　会
　以上をもって全ての議事の審議を終了したので、議

長は１５時１５分、閉会を宣した。

夏山登山教程
山岳会「クーラカンリ」編

　「夏山登山教程」には登山

の基礎が十分盛り込まれて

いる。巷に登山技術書は数

多くあるが、この書はその範

疇に留まらず、山の風景、動

植物も写真付きで紹介され

ており、読んで楽しい内容と

なっている。執筆者も日体

協・日山協の公認指導員と

いうことで、教えるツボをよく心得ている。女性ならではき

め細かさも散りばめられている。そして「クーラカンリ」と

いう山岳会の名前にも表されるように登山は夢を持つとさ

らに興味が湧くという事、単に教え教えられるだけではな

く、楽しむものという根底の考え方が要所要所に生かされ

ている。目次をみるとそれが一目でわかる。「栄養と食事」、

「環境保護」など現代的な視点で書かれている。遭難はな

かなか減らない。悲惨な遭難も繰り返されている。多くの

方々がこの書を読むことにより、例えばベテランは自分の

登山をレビューし、見直し、新人は繰り返し読み、そして

実践すると良い。登山の現場、登山指導の現場は、時代

とともに変化しているし、その正に時宜にあった教程書で

ある。 （小野寺　斎）
　Ａ５判、１７６頁、 定価２，０００円＋税、 ２０１５年１０月１日、発
行所：㈱あいわプリント

平成27年度ジュニア・普及情報交換会開催！
日時　平成 ２８ 年２月 １３ 日（土）受付 １４ 時 ３０ ～
会場　BumB ぶんぶ〈東京スポーツ文化会館〉

※詳細は、http://www.jma-sangaku.or.jp
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１．議　事
⑴平成 ２７ 年度１１月常務理事会・連絡部

会議事録の承認について
　事前に送付しており異議なく承認された。
⑵平成 ２７ 年度理事会（第３回）議事録承

認について
　事前に送付しており異議なく承認された。
⑶全日本登山体育大会の名称変更について
　資料に基づいて仙石登山副部長から説

明と提案があった。
　第５５回島根大会から大会名称を「全日

本登山大会」とすることで承認された。
　尚、２/５（金）に登山正副部長と三役

で全日大会のあり方を協議する。
⑷ＮＭＡへの地震災害救援募金について
　小野寺事務局長からＵＡＡＡのメン

バーであるＮＭＡに対して労山と折半
で３０００ドルを贈呈したい旨の提案があ
り、会長から経緯の説明があった。

　異議無く承認された。
⑸新春懇談会特別表彰の候補者推薦の承

認について　
　小野寺事務局長、瀧本指導委員長から

資料に基づき提案があり、以下９名の
表彰が承認された。

　佐藤旺（東京）、秋山泉（山梨）、宮本義
彦（長野）、松本睦男（富山）、土肥浩嗣

（富山）、溝上春見（長崎）以上岳連（協
会）推薦６名。目次利雄（千葉）、前田善
彦（奈良、高体連）、瀧本健（東京）、以
上指導委員会推薦３名。　尚、各岳連
からの推薦は１/７の常務理事会まで
引き続き受け付ける。

⑹アイスクライミングワールドカップ派
遣について 
小野寺事務局長と森下競技部長から資
料に基づき提案があり、以下の５名の
派遣が承認された。

　男子：奈良誠之、吉田貢、大庭泰治
　女子：石渡貴子、八木名恵、
⑺国体山岳競技開催基準要項細則の改定
（表３「役員組織図」及び表４「役員構
成表」に関わる改定）について

　森下競技部長から資料に基づき提案が
あり、山岳競技役員構成表（表４）の競
技副会長を「日山協副会長又は競技部
長、開催岳連会長」とすることで了承し
た。但し、細則の改訂は理事会の承認
が必要なので、３月の理事会に諮るこ
とにし、日体協と協議することも確認さ
れた。

⑻指導委員会・規約改定について
　瀧本指導委員長が資料に基づき提案を

行った。改定のポイントは指導者の更
新登録基準、受検資格である。前者は
日体協・都道府県体協が実施する更新
のための義務研修が追加され、競技に
審判員、ルートセッターとして参加し
た場合には従来は認められていたが、
今後はこの項は削除とのことである。
後者において、山岳指導員については
個人会員もカバーしたが、ほぼ基本は
変わらない。スポーツクライミング指
導員に関しては、「岳連が認めるもの」
という表現の提案で山岳指導員が岳連
所属については規定しているのと違い、
非常に不明瞭とのことで保留になった。

⑼報告事項
ア　平成２７年度１１月度会計月次報告
　小野寺事務局長から資料に基づいて報

告があった。中畠監事から、３ヶ月毎に
配賦処理したらどうか、と提案があっ
た。

イ　平成２７年度中高年安全登山指導者講

　加藤由美子（東京）、藤田裕子（新潟）、
山田雅之（秋田）、渡部（宮城）の４名を
承認

⑶ＳＣ主任検定
　橋村昭男、林千里夫、石井明彦、山納秀

俊、以上４名北海道
⑷ＡＣ−Ａ級主任検定員　
　亀田行宣（石川）、清水学、金川信二、以

上２名神奈川
⑸ＡＣ−Ｂ級主任検定員
　中村まさ子（石川）
４．専門委員会動静（１１月１日～ １２月９日）
［報　告］
⑴指導委員会　１１月２日㈪
　出席者１２名　委任２名
ア）指導・遭対合同会議（１０/１４：夏山リー

ダー検討会）報告
イ）日体協表彰規程改定について
ウ）静岡式プルージックについて
　ＳＡＢにてフリクションノットで固定す

るときに、普通のフリクションノットで
は、解除できなくなってしまうことが解
除できる方法

エ）検討事項
①ＳＣ指導員申請（秋田のＳＣ指導員）
※１０/８の常務理事会で２１名について承

認、但し所属岳連についても今後記入
のこと

オ）ＳＣ上級中央開催（東京）の認定報告
カ）ＳＣ上級指導員養成講習会（熊本、１１/

２１−２３）について
キ）ＳＣ指導員養成講習会（静岡）　委託

開催について
ク）北海道岳連のＳＣ主任検定員につい

て
ケ）規約改訂（別紙）について
・名称の変更：ＡＣ：山岳　ＳＣ：スポー

ツクライミング
・受験資格　：ＡＣ：岳連所属を条件　

ＳＣ：岳連所属を条件としない
・義務研修　：ＡＣ、ＳＣともに体育協会

の研修会を認める
コ）ＳＣ/ＡＣ資格分離について
サ）Ｈ２７ 年度の登攀技術研修会（丹沢：

１１/２１−２２）について
シ）上級指導員認定について
ス）指導者表彰の推薦について
　前田善彦（奈良）、目次俊雄（千葉）、瀧

本健（東京）を推薦
⑵デジタル情報委員会　１１月６日㈮　出

席者４名　委任３名
ア） アンケート結果報告について
イ）アンケート結果を踏まえた議論
⑶国際委員会　１１月１０日㈫
　出席者８名　委任４名
ア）海外登山奨励金交付隊であるチャム

ラン隊の遭難事故について
イ）ＢＭＣ冬の募集について
　大部良輔氏１名を推薦
ウ）ネパール トレッキング許可ピークの

管轄がＮＭＡから観光省へ変更した件
につて

エ）海外登山懇談会について
・１１/１９（木）　マイク・リベッキ講演会
オ）第５４回海外登山技術研究会について
　２/１３ ㈯ＰＭ～ １４ ㈰ＡＭ、オリセン ８０

人部屋
カ）２８年度の予算編成について
キ）国内外に向けてのＨＰ案について
⑷自然保護委員会　１１月１９日㈭　出席者

１２名、委任３名
ア）山岳団体自然環境連絡会報告
　１０月３０日　於：労山事務所　開催　松

隈、堀江参加

習会（西部地区）について
　尾形副会長から１１月２８日～ ３０日に京都

で開催された西部地区の報告があった。
ウ　平成２８年度事業計画、予算編成につ

いて
　小野寺事務局長から、２８ 年度予算策定

に関しての説明があった。
　１/１９、２２に予算折衝会議を行い、２/

１に会長決済。
エ　会長諮問委員会報告
　尾形副会長から諮問委員メンバー、諮

問内容について報告があった。
オ　アジア選手権及びアジアユース選手

権の結果報告
　森下競技部長から資料に基づき報告が

あった。
　アジア選手権で金３、銀４、銅２獲得
　アジアユース選手権で金１４、銀８、銅６

獲得
カ　和歌山国体・埼玉抗議経緯と要望書
　資料に基づき森下競技部長から報告が

あった。
キ　岩根アイスクライミング競技会報告

と課題について
　議事（６）項で報告。
ク　審判・ルートセッター台帳登録、岳

連への照合依頼
　森下競技部長より報告があった。調査

は終了し各岳連にデータを含めて文書
通知した。照合して頂き、各岳連からの
報告待ちになっている。

ケ　ＢＷＣ及びＢＪＰ大会実行委員会報告
　森下競技部長より現状について報告が

あった。
コ　全国高校選抜ＳＣについて
　中瀬高体連担当常務理事より資料に基

づいて報告があった。
サ　ＪＯＣ研修報告「ＮＦのガバナンスと

コンプライアンス」
　小野寺事務局長より報告があった。
シ　ＪＭＡ会員サービスＤＢについて
　小野寺事務局長より総務担当の北村理

事、小宮山理事の３人で打ち合わせを
行ったことが報告された。

ス　ネパール募金山岳６団体打ち合わせ
報告（１１月１９日分）

　小野寺事務局長より資料に基づき報告
があった。

セ　税額控除に係る証明書
　小野寺事務局長より日山協も税額控除

団体になったことが報告された。本年
１１月２０日から５年間

２．後援報告、協賛等の依頼について
⑴平成 ２７ 年度「雪崩防災週間」における

後援名義の使用について
　異議なく承認された。
⑵第５回アンコールカップ後援名義使用

について
　異議なく承認された。
⑶平成 ２７ 年度ＪＯＣスポーツ賞「女性ス

ポーツ賞」候補者の推薦方について
　該当者がいれば事務局へ連絡すること

で了承。
⑷山岳文化地方講演の後援について
　異議なく承認された。
⑸「第１１回日本スポーツグランプリ」候補

者の推薦について
　該当者がいれば事務局へ連絡すること

で了承。
３．報　告
⑴審判員　Ｃ級→Ｂ級昇級
　武井　浩（愛媛）・永井敏明（愛媛）の昇

進承認
⑵ＳＣ上級指導員



　2016年が始まり例年になく穏やかな正
月でした。
　北信越地域で登山届に関する条例や、
地域を代表する山岳のグレード付け、登
山者の体力グレード評価など、従来アナ
ログ的だった山の難易度のデジタル化が
すすめられている。情報を判断するのは
登山者ではあるが、そこへ適正に導くの
が組織でありＪＭＡの使命ではなかろうか。
今年も宜しくお願いします。
 （広報担当��水島彰治）
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寄贈図 書
寄贈本

山と渓谷社 「新全図解クライミングテクニック」 堤 信夫 著
（株）ナカ二シヤ 「インド・ヒマラヤ」 日本山岳会東海支部 編
山と渓谷社 「山人たちの賦」 甲斐崎圭 著

雑誌 山と渓谷社 「山と渓谷」 №969 2016 1月号
（株）ネイチュアエンタープライズ 「岳人」 №823 2016 1月号

会
報

Korean Alpino Federation 「大山聯」Vol. 203
横浜山岳会 「月刊 山」 1002号

（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」 №452
Korean Alpino Culb 「Man&Mountain」 Vol.314
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」 第582号

（公財）全日本ボウリング協会 「JBC news」 第529号
山と渓谷社 「ROCK & SNOW」 070
NPO日本ワールドゲームズ協会 「THE WORLD GAMES」第2版
一等三角點研究会 「聳嶺」第八号

（公財）日本ゲートボール連合 「ゲートボールNavi」 2015年号
（公財）日本体育協会 「体協スポーツニュース・フェアプレイニュース」 2015年12月7日号
（株）スクールパートナーズ 「高校生新聞・高校生スポーツ」 12月号
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」 №314
（公財）京都府体育協会 「京都府体協」№120
長野県山岳協会 「やまなみ」№219
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」 №491
中国登山協会 「CHINA OUTDOOR 山野」総208期
岡山県山岳連盟 「岡山岳連」 213号
財）日本防火・防災協会 「地域防災」 2015.12 №5
東京野歩路会 「山嶺」 vol93 №1030
Krean Alpino Federation 「大山聯」Vol. 204  2015 December

（公社）日本山岳会 「山」 №847

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会
陣馬山トレイルレース実行委員会
八重山トレイルレース実行委員会
東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会
上野原秋山トレイルレース実行委員会
陣馬高尾ムーンナイトトレイルレース実行委員会
峰山トレイルレース実行委員会

T E L：042-6 8 7 -4 0 1 1ユーシンロッジ保全管理

イ）第４回関東地区自然保護交流会の報
告 （田上委員報告）

　１０ 月３１日～ １１月１日　日立市　茨城
岳連主管　８都県　５２名参加

ウ）指導員研修会報告　（西山委員報告）
　１１月７日　オリセン　セ４０２　４９ 名参

加（埼玉１２、東京：３１、神奈川：４、山
梨１）

エ）ライチョウ会議専門家会議報告
　（松隈報告）
　１０月２５日　参加：松隈
オ）「山の安全と楽しみ」全国大会報告
　１１月８日～９日　黒部市（参加：小林、

松隈）
カ）ソーラーランタンの販売報告
キ）２８年度事業計画について
ク）出前講座の開催について
ケ）ニューズレター（秋号）の発行について
⑸ジュニア・普及委員会　１１月３０日㈪　

出席者７名
ア） ジュニア普及情報交換会について
　２月１３日１５時～ １７ 時　東京スポーツ

文化館
イ）なすかし雪遊び隊２０１６について
　３/２７㈰～ ２８㈪の予定
５．日誌（１０月３０日～ １２月９日）
⑴平成２７年度雪崩防災週間実行委員会　

１１月２日㈪　於：国土交通省水管理・
国土保全局　小野寺事務局長 

⑵平成２７年度上半期会計監査　１１月４日
　於： 岸記念体育館　内藤、岡本、中畠

の各監事、尾形副会長、小野寺事務局
長、相良理事

　１１月２０日㈮　於：主婦会館プラザエフ
　八木原会長、尾形副会長
⒁内閣府より税額控除適用法人の認可　

１１月２０日㈮
⒂アジア選手権　１１月２０日㈮～ ２２日㈰
　於：中国・ＮＩＮＧＢＯ（寧波）　小日

向委員長ほか
⒃ＪＯＣヒアリング　１１月２６日㈭
　於：事務局　尾形副会長、小野寺常務

理事、中川事務局員
⒄第１回諮問委員会　１１月２６日㈭
　於：アルカディア市ヶ谷　八木原会長、

尾形副会長、小野寺・森下常務理事
⒅埼玉県山岳連盟創立６０周年記念式典祝

賀会　１１月２８日㈯　於：浦和ワシント
ンホテル　八木原会長

⒆東北ブロック山岳連盟総合会議
　１１月２８日㈯～ ２９日㈰　於：青森県
　髙橋副会長
⒇平成２７年度中高年安全登山指導者講習

会（西部地区）　１１月２８日㈯～ ３０日㈪
　於：京都北山　國松副会長、仙石常務

理事
（２１）ＪＯＣコーチ会議　１２月２日㈬
　於：品川プリンスホテル　アネックス

タワー５Ｆ　安井、水村、有枝の各選手
強化委員

（２２）第３回救助技術高度化研究会
　１２月３日㈭　於：丸の内永楽ビル　町

田遭対副委員長
（２３）ＪＯＣ/ＮＦ国際フォーラム
　１２月３日㈭　於： 味の素トレーニングセ

ンター　尾形副会長、小野寺事務局長
（２４）日本勤労者山岳連盟望年会　１２月４日

㈮　於：労山事務局　八木原会長、尾
形副会長、小野寺事務局長

（２５）（公社）日本山岳会創立１１０周年記念式
典・晩餐会　１２月５日㈯　於：京王プ
ラザホテル　八木原会長

（２６）アジア・ユース選手権　１２月４日㈮～
６㈰　於：マレーシア・Putrajaya

　小日向委員長ほか
（２７）近畿地区山岳連盟総合会議　１２ 月５

日㈯～６日㈰　於：比良山岳センター
　國松・亀山副会長

⑶平成２７年度全国山岳遭難対策中央協議
会幹事会　１１月５日㈭　於：中央合同
庁舎７号館西館　西内登山部長、中川
事務局員

⑷ＮＦ広報強化支援セミナー　１１月６日
㈮　於：イイノホール＆カンファレン
スセンター　尾形副会長

⑸自然保護指導員研修会　１１月７日㈯　
於：国立オリンピック記念青少年総合
センター　松隈委員長

⑹第３回理事会　１１月８日㈰　於：岸記念
体育会館　八木原会長ほか理事・監事

⑺対オランダ貿易の夕べ　スポーツ科学
エコノミックミッション　１１月１１日㈬

　於：産業技術総合研究所　八木原会長、
小日向選手強化委員長

⑻ＵＩＡＡ登山委員会　１１月１２日～ １４日
　於： スペイン　遭対・青山副委員長
⑼第５８回オールスポーツマンゴルフ大会
　１１月１６日㈪　於：久邇カントリークラ

ブ　坂口顧問他４名
⑽海外登山懇談会（マイク・リベッキ講

演会）　１１月１９日㈭　於：国立オリン
ピック記念青少年総合センター　八木
原会長、尾形副会長、小野寺常務理事、
澤田委員長

⑾ネパール大地震救援募金委員会　１１月
１９日㈭　於：岸記念体育会館　尾形副
会長、小野寺常務理事

⑿三重国体中央競技団体視察　１１月１９
日㈭　於 ：三重県菰野市　京オ常務理
事、西原委員長

⒀全国「山の日」協議会役員会・臨時総会

編集後記
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